
思考技術を磨き、長期的な視点で
海外規格に取り組みましょう

　 製品づくりで重要な企画・設計
　ものづくりにおいては、製品の企画や設計
が一番重要な工程です。どんなに素晴らしい
製品をつくったとしても、最初の設計で見落
としがあれば、その製品をつくり直さなけれ
ばなりません。また、海外展開も見越している
のであれば、初めから海外の安全規格への対
応も考えて設計をする必要があります。
　中小企業においては、最初から海外展開を
考えるケースは多くありません。MTEPでの
相談実績をみても、海外のお客さまからの問
い合わせをきっかけに、海外規格について考
えるケースが全体の9割を占めます。

　 海外規格の対応には思考技術が
　 大切
　海外規格へ対応するために製品を変更する
場合、部分的な変更で済ませてしまう企業が
あります。その理由を聞いてみると、「同業他
社も同じようにやっているから」といった答
えが返ってきます。ものづくりの姿勢として
これはいかがなものかと思います。
　今の時代に求められているのは、自ら考え
て対応していく力です。それを私は「思考技
術」と呼んでいます。特に、第三者の認証を必
要としない自己宣言で対応する場合は、この

思考技術を磨くことが大切です。海外規格は、
決められた手順があるのではなく、自らが主
体的に改善をしていくものです。そのような
ことを言われると、何をしていいのか困って
しまう人が多いのですが、その規格が何を求
めていて、自分たちはどのように対応して
いったらいいのかをしっかりと考えなければ
ならないのです。

　 信頼できるガイドとの出会いが
　 海外規格の第一歩
　山に登るのにも、慣れないうちはガイドに
ついてもらう必要があります。そうしない
と、どこから登っていいかもわかりません
し、遭難してしまうかもしれません。それは
海外規格の場合も同じです。専門の担当者を
置くことができない中小企業は特に、信頼で
きるガイドと出会うことも大切です。MTEP
は、その意味でも有効だと思います。
　海外規格に対応することは手間もコスト
もかかります。しかし、そのような各国の法
規制、規格要求も顧客ニーズとして対応すべ
きでしょう。10年、20年という長いスパンで
安全技術を社内に保有するという長期的な
視点から物事を見ていくことも必要です。

藤ノ木 修二 専門相談員
ふじ 　の　  き       しゅう  じ

プロフィール
（株）ニコンにおいて製品開発、安全規
格、管理職業務など「ものづくり」の最前
線現場を歩む。特に安全規格の分野で欧
州や米国などの海外安全規格業務を数
多く手がける。その後、民間試験機関の
安全規格コンサルタントに転身、数多く
のメーカーの安全規格業務、安全教育に
関わる。
現在、（株）フジセーフティ・サポート（代
表取締役）で安全規格コンサルタントと
してCEマーキング等の安全規格・技術
コンサルティングを行っている。

木曜日担当
専門：EMC、電気安全、低電圧指令

中小企業の海外展開を強力にバックアップする「広域首都圏輸出製品技術支援 センター（MTEP）」。
ここでは、MTEPの専門相談員がよくある質問やサポート内容、海外展開のコツをご紹介します。

    輸出製品技術支援センター＜本部＞ TEL 03-5530-2126お問い合わせ

世界に勝つものづくりのコツ
MTEP 専門相談員紹介

第9回

  ……………………………………………………………………………………

　中小企業は、それぞれ固有の技術をもち、日本のものづくりを支えている存在です。一昔前は、大
企業の仕事を請け負うことで会社が存続できましたが、現在は難しくなっています。しかし、それ
は中小企業が世界を相手に自立したビジネスを展開するチャンスでもあります。海外進出ができ
れば、市場規模が一気に大きくなります。そして、MTEPのようにそれを支援する窓口もあり
ます。私たちMTEPをうまく活用して、ぜひチャンスをものにしてください。

【中小企業の皆さまへ】

　    事例紹介
　ある美顔器メーカーでは、今まで国内の法規制に従って製品を開発・販売していましたが、海外輸出をするために技術基準を見直したと
ころ、かなりの設計変更が必要であることがわかりました。この経験から、担当者は「国内の法規制や規格が国際規格と違っていることで、
日本の産業は保護されていたことに初めて気がつきました」と話し、国際規格に対応した製品をつくることの必要性を感じていました。
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　高度分析開発セクターでは、精密測定分野と化学計測分野において、高精度・高付加価値製品の技術
開発を支援するために、高機能な測定装置・分析装置などを保有しています。
　今回は、その中でも特に精密な微小部品を高精度に測定できる超高精度形状測定機（UA3P－
L400S）についてご紹介します。

超高精度形状測定機超高精度形状測定機
高度分析開発セクター

装置の概要

活用事例

　超高精度形状測定機（UA3P－L400S）は、三次元座標

測定機では測定することが困難な小さな形状を接触式で

高精度に測定できます。0.3～1.0 mNという低測定力で

測定が可能なため、被測定物が変形するのを防ぐことが

できます。接触する測定子（スタイラス）は、標準で直径

2 mmのルビー球です。現在、最小で直径200 μmのスタ

イラスを用意しており、より微細な形状の測定に対応し

ています。測定物は、XYステージにより水平方向に移動

します。プローブ部は、Zステージにより上下方向に移動

します。

◆高精度なスキャン測定
　スキャン測定では、球の設計値を入力することで、ばら

つきや真値からのずれを評価して高精度に測定を行うこ

とができます。また、球体の評価だけでなく、角穴をはじ

めとした側面の垂直壁面の測定も可能です。

◆さまざまなグラフモード　
　多彩なグラフモードから「X－Y」 「X－Z」 「Y－Z」 「X

－Y－Z」 「真円度」などのグラフタイプを選択できます。

そのため、視覚的にわかりやすい測定結果を提供するこ

とが可能です。

仕様

超高精度形状測定機外観

●プローブ測定力：0.3～1.0 mN
●測定精度：±0.15 μm
●測定範囲：W100×D100×H50 mm
●測定物設置エリアサイズ：W200×D200×H110 mm
●積載質量：10 kg
●測定最大角度（側面測定）
　　水平方向走査時：45̊～90̊
　　垂直方向走査時：80̊～90̊

依頼試験料金例

●1試料1測定した場合
　　6,819円（中小企業の場合 3,476円）
●同一試料の2測定目以降の場合　　　　　　　　　　　

　1,563円（中小企業の場合 812円）
※上記料金は、一例です。詳細はお問い合わせください。

   高度分析開発セクター＜本部＞ TEL 03-5530-2150お問い合わせ

測定結果の例
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